
世界史B　32 北アメリカ植民地の歴史
1,アメリカ大陸の先住民=「ネイティブ・アメリカン」　　　「インディアン」= 北米　「インディオ」= 南米

　(　　　　　　　)1系モンゴロイドに属する。15世紀末に南北アメリカに5000万~1億人。
　┏2万年前ころからシベリア→(　　　　　　　)2経由で北・中・南アメリカに移住・分布。
　┣農耕=主食の(　　　　　　　　)3、カボチャ、インゲンマメ、ウリ、タバコなどを栽培。
　┣漁労、採集を組み合わせた多様な文化。
　┗定住→「(　　　　　　　)4=スペイン語「町、集落」=族❖a」など多くが定住・農耕。　
　　❖a---北米南西部に居住。大きな共同の建物に住み、トウモロコシを栽培。タオス、アコマ、ホピなどの諸部族。スペ　
　　　　インの植民地支配に抵抗。1680年ヌエバ・エスパーニャでプエブロの反乱。

2,スペイン、イギリス、フランス、オランダによる植民  

　┌スペイン16世紀中(　　　　　　　)5=スペイン語「花」=を探索
　　　　　　1565年サン=アグスタン(セントオーガスティン)建設→北米最初の恒久的開拓地
　　　　　　→ヌエバ・エスパーニャとして、北米南西部~カリフォルニアに至る植民地形成
　├イギリス1607年　北アメリカ東岸に東インド会社の[　　　　　　　　]6植民地→南部
　　　　　　1620年　本国で迫害されたピューリタン ピルグリム=ファーザーズ
　　　　　　→メイフラワー号で二ュー[　　　　　　　　]7植民地(1620~)→北部
　├フランス1608年　セント・ローレンス川流域に(　　　　　　　　)8=アルゴンギン語「川の狭まるところ」=植民地
　　　　　　　→ヌーベルフランスを建設→やがて「(　　　　　　　)9」=イロコイ語「村」=の呼称
　　　　　　1699年　ミシシッピ川流域に広大な(　　　　　　　　)10植民地形成
　└オランダ1621年　東インド会社創立→北米東岸に植民　
　　　　　　　　　　　→ニュー[　　　　　　　　　　]11植民地(1624~74)建設
1619年 ┏植民地(　　　　　)12=ヴァージニアで開く→ 自治の始まり (立法は会社の承認を要する）
　　　 ┗黒　人[　　　　　]13=オランダ船で20人を初めて輸入。→  黒人奴隷制度の始まり
 南部諸州    

　┌たばこ、藍、やがて(　　　　　　　)14栽培中心へ。→イギリス産業革命=綿織物業
　└労働力→「黒人奴隷」---価格20から30ポンド。生涯使用。子供の購入費不要。
1661年ヴァージニア州議会  ⇒ 黒人を「(　　　　　　)15奴隷」とする→他の州に及ぶ。
 奴隷貿易=アフリカから新大陸へ→計1000万人（推計）「1人を運ぶため5人は途中で死んだ」とされる。
　　→アフリカ大陸から労働力を奪い，伝統文化を衰退させた。
　┌15~6世紀ポルトガルが独占。やがてスペイン、オランダ、フランス、イギリスの参加。
　├1672年、イギリス「(　　　　　　)16アフリカ協会」設立 ⇒ 北アメリカへの奴隷貿易独占。
　├1698年独占を廃止。10％の税。アメリカ植民地も奴隷貿易に参加。
　└「デザイヤー=希望 号」----アメリカ初の奴隷船。母港マサチューセッツ州(　　　　　　)17。
3,北米でのヨーロッパ人植民後の歴史
1610~20年代　植民者と先住民との友好・共生の時代。
　┌植　民　者----現地に定着するための様々な援助を受ける。(　　　　　　 )18の栽培法等。
　　　　　　　　先住民から土地を購入。北米大陸の(      　　　    )19祭❖bの始まり。
　└先　住　民---様々な商品[特に(　　　　　　)20]、贈り物を届ける植民者と友好関係。

❖b---1621年秋プリマスで植民者を支援したワンパノアグ族を招いて収穫祭をしたのが最初という。
1650年代　先住民とヨーロッパ人の抗争の開始。
　「ビーバー戦争(~1701)」---(　　　  　　　　)21族❖cとヌーベルフランス=仏植民地=との敵対。
　　　　　ビーバーの毛皮取引きをめぐりオランダと同盟したイロコイ族とフランスの戦争
　「ニューイングランド」---数次におよぶ(　　　　　　)22のまん延→インディアン人口減。
1674年　ウエストミンスター条約(英蘭戦争後)→北米オランダ領を英領に。
　　　　　中心都市ニューアムステルダム→[　　　　　　　　　　　]23

・銃　・北米　・煙草　・綿花　・戦争　・同盟　・疫病　・連邦　・終身　・議会　・言論　・母系　・感謝　
・王立　・パリ　・アジア　・カナダ(3)　・アラスカ　・フロリダ(2)　・セイラム　・プエブロ　・イロコイ　
・ケベック　・アパラチア　・チェロキー　・ルイジアナ　・アルゴンギン　・トウモロコシ

　　❖c---北アメリカ東海岸で定住農耕。数家族同居の「ロングハウス」に住み、トウモロコシ、カボチャ、豆を栽培。女
性首長(クランマザー)の(    　　　　    )24制社会。女性が耕し，男性が戦士となる軍事国家を形成。セネカ，
モホーク等6部族でイロコイ(　　　　　)25を形成。交易で得た銃により北米東部から北東部五大湖周辺へ領
土を拡大。1780年代の米憲法制定会議に参加。

　　→(　　　　　　)26の自由、選挙、合議制、連邦制などをアメリカが引き継いだ、とされる。
17世紀後半から 　ヨーロッパ列強間の(　　　　　　)27が先住民を巻き込む。
　┌「ウィリアム王戦争1689~1697」「アン女王戦争1702~1713」「ジョージ王戦争1744~1748」
　└「フレンチ=インディアン戦争1755~1763=七年戦争」
　⇒「(　　　　　　)28植民地戦争」(第二次英仏百年戦争) 

　    英仏それぞれが(　　　　　　)29した先住民を戦争に動員して利用
　┌フランスの同盟---(              　　　　   )30語族❖d(五大湖)、チャクトー族❖e(ルイジアナ)

　└イギリスの同盟---イロコイ族(北部)、チカソー族(南部)

　　❖d---北米大陸北東部に広く分布する語族。ビーバー戦争の頃からイロコイ族と対立。
　　❖e---北米南東部の農耕部族。のちに(                               )31族などとともにオクラホマへ強制移住させられた。19世紀

アイルランドのじゃがいも飢饉の際、救援活動をしたことで知られている。
1763年　(    　　　　　　    )32条約
　→┌(　　　　　　　　)33とミシシッビ川以東のルイジアナ、セネガル、西インド諸島の一部を獲得
　　└スペインから(　　　　　　　　　)34　⇔　ミシシッピ川以西のルイジアナは[        　　　　　　   ]35へ
　　 (　　　　　　　　　　)36山脈の西への白人の入植を禁止---先住民の居住地域として
　　東海岸にほとんど先住民がいなくなる⇒同化または中西部=アパラチア山脈の西に移住。
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